
毛呂山の人物

国学者　権田直助

歴史散歩
第286回

多
く
の
著
作
を
残
し
古
医
道
を
復
興
さ
せ
た
の
で
す
。

直
助
の
評
判
は
江
戸
中
に
知
れ
渡
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

文
久
２
年
（
１
８
６
２
）、
世
は
尊
王
攘
夷
論
で
湧

い
て
お
り
、
国
学
に
造
詣
が
深
く
、
門
弟
に
も
王
政
復

古
を
指
導
し
て
い
た
と
い
う
直
助
は
、
京
都
の
五ご
じ
ょ
う条

為た
め
し
げ栄

卿
に
請
わ
れ
て
京
都
へ
上
り
、
他
の
公
卿
と
も
親

密
さ
を
増
し
て
い
き
ま
し
た
。
慶
応
３
年
（
１
８
６

７
）、
倒
幕
の
端
緒
を
つ
か
む
た
め
西さ
い
ご
う郷
隆た

か
も
り盛
ら
は
江

戸
の
薩
摩
屋
敷
に
勤
王
の
志
士
た
ち
を
集
め
ま
し
た
。

西
郷
は
直
助
に
も
密
使
を
送
っ
て
江
戸
へ
呼
び
寄
せ
、

「
糾き
ゅ
う
ご
う
た
い

合
隊
」
を
結
成
し
、
直
助
を
「
大だ

い
か
ん
さ
つ

監
察
」
役
と
し

て
挙
兵
し
ま
し
た
が
計
画
は
失
敗
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
ま
も
な
く
鳥と

ば羽
伏ふ

し
み見

の
戦
い
の
火
蓋
が
切

ら
れ
、
幕
府
軍
は
敗
退
す
る
の
で
す
。

　

倒
幕
運
動
に
身
を
投
じ
た
直
助
は
そ
の
後
国
文
法
の

研
究
も
進
め
、
日
本
で
初
め
て
句
読
点
の
研
究
を
ま
と

め
ま
し
た
。
晩
年
は
、
大お
お
や
ま山

阿あ

ふ

り
夫
利
神
社
の
神
官
と
し

て
終
生
、
国
学
の
具
現
化
に
努
め
79
歳
で
生
涯
を
閉
じ

た
の
で
す
。

　

権ご
ん
だ田

直な
お
す
け助

は
、
文
化
６
年
（
１
８
０
９
）、
毛
呂
本

郷
の
医
師
権
田
嘉
七
郎
の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

祖
父
休
玄
と
父
は
と
も
に
漢
方
医
で
、
直
助
も
父
の
影

響
を
受
け
て
東
洋
医
学
を
習
い
ま
し
た
。
そ
の
父
も
直

助
が
17
歳
の
頃
に
病
没
し
、
家
業
の
医
学
を
継
ぐ
べ
く

江
戸
へ
遊
学
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
文
政
10
年

（
１
８
２
７
）、19
歳
の
時
、江
戸
で
将
軍
家
侍じ

い医
で
あ
っ

た
野
間
広
春
院
に
つ
い
て
漢
方
医
道
を
学
ん
だ
と
言
い

ま
す
。
そ
の
後
、
漢
学
を
学
び
、
修
行
を
つ
づ
け
、
天

保
４
年
（
１
８
３
３
）、
25
歳
で
毛
呂
本
郷
に
帰
郷
し
、

家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
直
助
の
向
学
の
志
は
高
く
、
日
本
古
来
の

医
道
を
究
明
す
る
た
め
に
天
保
８
年
（
１
８
３
７
）、

29
歳
で
再
び
江
戸
に
上
り
、
国
学
者
の
平ひ
ら
た田
篤あ

つ
た
ね胤
（
１

７
７
６
～
１
８
４
３
）
に
入
門
し
ま
し
た
。

　

古
医
道
は
途
絶
え
て
か
ら
久
し
く
、
研
究
は
困
難
を

極
め
、
直
助
が
研
究
の
成
果
を
『
神
遺
方
経
験
抄
』
に

ま
と
め
、
そ
の
草
稿
を
携
え
、
京
都
の
錦
小
路
頼
易
卿

の
門
を
た
た
い
た
時
は
す
で
に
40
歳
（
嘉
永
元
年
・
１

８
４
８
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
錦
小
路
家
は
医
薬
の

名
家
で
古
医
道
の
書
の
多
く
を
蔵
書
し
て
お
り
、
直
助

は
そ
の
志
を
訴
え
錦
小
路
家
の
蔵
書
を
閲
覧
し
た
後
、

町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士  4/10（火）、23（月） 13:30 ～ 16:00 役場会議室　 役場総務課ｔ 313（要予約）
行政書士  4/18（水） 10:00 ～ 15:00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

人権・行政相談  4/12（木） 13:30 ～ 16:00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

入間西障害者相談支援
センター出張相談会

奇数月の
第一水曜日 10:00 ～ 12:00 保健センターまたは

役場相談室
役場福祉課ｔ 115・116
　　　　　ｆ 049（295）2126

成人健康相談  4/13（金） 9:30 ～ 11:30 役場町民ホール 保健センターｔ 049（294）5511

電話健康相談 平日 9:00 ～ 17:00 保健センターｔ 049（294）5511

もの忘れ相談会 毎月第3木曜日 10:00 ～ 12:00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ 049（295）2112 156・157

子育て相談
なんでも話してみよう

 4/13（金）
10:00 ～ 11:00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ 049（294）4820 4/27（金） 子育て支援センター

教育相談 平日 10:00 ～ 16:30 教育センターｔ 049（295）2525（電話相談可）
心配ごと相談 毎週水曜日 10:00 ～ 12:00 社会福祉協議会（ウィズもろやま内）ｔ049（295）3111
消費生活相談 毎週火曜日 10:00 ～ 15:00 役場相談室 役場産業振興課ｔ 214

生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30 ～ 17:00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（ウィズもろやま内）ｔ 080（2274)1445

権田直助肖像画
( 歴史民俗資料館に展示 )

裏面には「生死境 慶応二年 サ
ツマ屋敷」と記されている
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昨
年
の
５
月
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

本
連
載
記
事
も
、
今
月
号
が
最
終
回
と

な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
10
回
に
わ
た
り
、

町
の
公
共
施
設
の
状
況
や
そ
れ
を
取
り

巻
く
環
境
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
き
ま

し
た
。
今
月
号
で
は
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
策
定
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

《
個
別
施
設
計
画
策
定
に
向
け
て
》

　

高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
は
、
自
治
体
共

通
の
課
題
と
言
え
ま
す
。
国
は
各
自
治

体
に
対
し
て
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
策
定
後
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、「
個
別
施
設
計
画
」
を
策
定
す
る

よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
「
個
別
施
設
計
画
」
と
は
、
施
設
の

点
検
・
診
断
を
実
施
し
、
今
後
の
方
向

公
共
施
設
を

考
え
よ
う

未
来
の
た
め
に

公

施

等

合

理

共

設

総

管

計
画

 11

性
（
長
寿
命
化
・
集
約
化
・
複
合
化
・

廃
止
な
ど
）
を
決
め
、
そ
の
対
策
内
容

や
実
施
時
期
を
定
め
る
計
画
で
す
。

　

毛
呂
山
町
で
は
平
成
30
年
度
か
ら
２

か
年
に
わ
た
り
「
個
別
施
設
計
画
」
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。

《
施
設
の
状
況
を
「
見
え
る
化
」
＆
住

民
参
画
に
よ
る
計
画
づ
く
り
》

　
「
個
別
施
設
計
画
」
策
定
に
は
、
施

設
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
ど
の
よ
う

に
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
る
か
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
施
設

の
劣
化
度
（
築
年
数
）、
付
帯
設
備
の

状
況
、
過
去
の
修
繕
履
歴
や
長
寿
命
化

の
有
無
、
利
用
状
況
、
運
営
に
か
か
る

経
費
な
ど
、
様
々
な
尺
度
か
ら
評
価
・

分
析
し
、施
設
の
状
況
を
「
見
え
る
化
」

さ
せ
、
今
後
の
施
設
の
方
向
性
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
公
共
施
設
を
考
え
て
い

く
上
で
「
住
民
の
、
住
民
に
よ
る
、
住

問合せ
　役場企画財政課企画係
　ｔ 049(295)2112 322

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

策
定
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

民
の
た
め
の
施
設
再
編
」
を
念
頭
に
置

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
行
政
か
ら
の
一

方
通
行
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
住
民

の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
、
住
民
と

行
政
が
一
枚
岩
と
な
っ
て
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
て
か
ら
が

公
共
施
設
再
編
に
向
け
た
本
当
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
な

行
財
政
運
営
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
で
き
る
よ
う
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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